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    第一章


    
      1ユダヤの王おうウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒゼキヤの世よ、イスラエルの王おうヨアシの子こヤラベアムの世よに、ベエリの子こホセアに臨のぞんだ主しゅの言葉ことば。
    


    
      2主しゅが最初さいしょホセアによって語かたられた時とき、主しゅはホセアに言いわれた、「行いって、淫行いんこうの妻つまと、淫行いんこうによって生うまれた子こらを受うけいれよ。この国くには主しゅにそむいて、はなはだしい淫行いんこうをなしているからである」。 3そこで彼かれは行いってデブライムの娘むすめゴメルをめとった。彼女かのじょはみごもって男おとこの子こを産うんだ。
    


    
      4主しゅはまた彼かれに言いわれた、「あなたはその子この名なをエズレルと名なづけよ。しばらくしてわたしはエズレルの血ちのためにエヒウの家いえを罰ばっし、イスラエルの家いえの国くにを滅ほろぼすからである。 5その日ひ、わたしはエズレルの谷たにでイスラエルの弓ゆみを折おる」と。
    


    
      6ゴメルはまたみごもって女おんなの子こを産うんだ。主しゅはホセアに言いわれた、「あなたはその名なをロルハマと名なづけよ。わたしはもはやイスラエルの家いえをあわれまず、決けっしてこれをゆるさないからである。 7しかし、わたしはユダの家いえをあわれみ、その神かみ、主しゅによってこれを救すくう。わたしは弓ゆみ、つるぎ、戦争せんそう、馬うまおよび騎兵きへいによって救すくうのではない」と。
    


    
      8ゴメルはロルハマを乳離ちばなれさせたとき、またみごもって男おとこの子こを産うんだ。 9主しゅは言いわれた、「その子この名なをロアンミと名なづけよ。あなたがたは、わたしの民たみではなく、わたしは、あなたがたの神かみではないからである」。
    


    
      10しかしイスラエルの人々ひとびとの数かずは海うみの砂すなのように量はかることも、数かぞえることもできないほどになって、さきに彼かれらが「あなたがたは、わたしの民たみではない」と言いわれたその所ところで、「あなたがたは生いける神かみの子こである」と言いわれるようになる。 11そしてユダの人々ひとびととイスラエルの人々ひとびとは共ともに集あつまり、ひとりの長ちょうを立たてて、その地ちからのぼって来くる。エズレルの日ひは大おおいなるものとなる。
    

  


  


  
    第二章


    
      1あなたがたの兄弟きょうだいに向むかっては「アンミ（わが民たみ）」と言いい、あなたがたの姉妹しまいに向むかっては「ルハマ（あわれまれる者もの）」と言いえ。

      
        2「あなたがたの母ははとあげつらえ、あげつらえ——

        彼女かのじょはわたしの妻つまではない、

        わたしは彼女かのじょの夫おっとではない——

        そして彼女かのじょにその顔かおから淫行いんこうを除のぞかせ、

        その乳ちぶさの間あいだから姦淫かんいんを除のぞかせよ。

        3そうでなければ、

        わたしは彼女かのじょの着物きものをはいで裸はだかにし、

        その生うまれ出でた日ひのようにし、

        また荒野あらののようにし、

        かわききった地ちのようにし、

        かわきによって彼女かのじょを殺ころす。

        4わたしはその子こらをあわれまない、

        彼かれらは淫行いんこうの子こらだからである。

        5彼かれらの母ははは淫行いんこうをなし、

        彼かれらをはらんだ彼女かのじょは恥はずべきことを行おこなった。

        彼女かのじょは言いった、

        『わたしはわが恋人こいびとたちについて行いこう。

        彼かれらはパンと水みずと羊ひつじの毛けと麻あさと油あぶらと飲のみ物ものとを、

        わたしに与あたえる者ものである』と。

        6それゆえ、わたしはいばらで彼女かのじょの道みちをふさぎ、

        かきをたてて、彼女かのじょには

        その道みちがわからないようにする。

        7彼女かのじょはその恋人こいびとたちのあとを慕したって行いく、

        しかし彼かれらに追おいつくことはない。

        彼かれらを尋たずねる、しかし見みいだすことはない。

        そこで彼女かのじょは言いう、

        『わたしは行いって、さきの夫おっとに帰かえろう。

        あの時ときは今いまよりもわたしによかったから』と。

        8彼女かのじょに穀物こくもつと酒さけと油あぶらとを与あたえた者もの、

        またバアルのために用もちいた銀ぎんと金きんとを

        多おおく彼女かのじょに与あたえた者ものは、

        わたしであったことを彼女かのじょは知しらなかった。

        9それゆえ、わたしは穀物こくもつをその時ときになって奪うばい、

        ぶどう酒しゅをその季節きせつになって奪うばい、

        また彼女かのじょの裸はだかをおおうために用もちいる

        羊ひつじの毛けと麻あさとを奪うばい取とる。

        10わたしは今いま、彼女かのじょのみだらなことを

        その恋人こいびとたちの目めの前まえにあらわす。

        だれも彼女かのじょをわたしの手てから救すくう者ものはない。

        11わたしは彼女かのじょのすべての楽たのしみ、

        すなわち祝いわい、新月しんげつ、安息日あんそくにち、

        すべての祭まつりをやめさせる。

        12わたしはまた彼女かのじょが先さきに『これはわたしの恋人こいびとらが、わたしに与あたえた報酬ほうしゅうだ』と言いった彼女かのじょの

        ぶどうの木きと、いちじくの木きとを荒あらし、

        これを林はやしとし、

        野のの獣けものにこれを食くわせる。

        13また彼女かのじょが耳輪みみわと宝石ほうせきで身みを飾かざり、

        その恋人こいびとたちを慕したって行いって、わたしを忘わすれ、

        香こうをたいて仕つかえたバアルの祭まつりの日ひのために、

        わたしは彼女かのじょを罰ばっすると主しゅは言いわれる。

      


      
        14それゆえ、見みよ、わたしは彼女かのじょをいざなって、

        荒野あらのに導みちびいて行いき、ねんごろに彼女かのじょに語かたろう。

        15その所ところでわたしは彼女かのじょにそのぶどう畑ばたけを与あたえ、

        アコルの谷たにを望のぞみの門もんとして与あたえる。

        その所ところで彼女かのじょは若わかかった日ひのように、

        エジプトの国くにからのぼって来きた時ときのように、

        答こたえるであろう。

      

    


    
      16主しゅは言いわれる、その日ひには、あなたはわたしを『わが夫おっと』と呼よび、もはや『わがバアル』とは呼よばない。 17わたしはもろもろのバアルの名なを彼女かのじょの口くちから取とり除のぞき、重かさねてその名なをとなえることのないようにする。 18その日ひには、わたしはまたあなたのために野のの獣けもの、空そらの鳥とりおよび地ちの這はうものと契約けいやくを結むすび、また弓ゆみと、つるぎと、戦争せんそうとを地ちから断たって、あなたを安やすらかに伏ふさせる。 19またわたしは永遠えいえんにあなたとちぎりを結むすぶ。すなわち正義せいぎと、公平こうへいと、いつくしみと、あわれみとをもってちぎりを結むすぶ。 20わたしは真実しんじつをもって、あなたとちぎりを結むすぶ。そしてあなたは主しゅを知しるであろう。

      
        21主しゅは言いわれる、

        その日ひわたしは天てんに答こたえ、

        天てんは地ちに答こたえる。

        22地ちは穀物こくもつと酒さけと油あぶらとに答こたえ、

        またこれらのものはエズレルに答こたえる。

        23わたしはわたしのために彼かれを地ちにまき、

        あわれまれぬ者ものをあわれみ、

        わたしの民たみでない者ものに向むかって、

        『あなたはわたしの民たみである』と言いい、

        彼かれは『あなたはわたしの神かみである』と言いう」。

      

    

  


  


  
    第三章


    
      1主しゅはわたしに言いわれた、「あなたは再ふたたび行いって、イスラエルの人々ひとびとが他たの神々かみがみに転てんじて、干ほしぶどうの菓子かしを愛あいするにもかかわらず、主しゅがこれを愛あいせられるように、姦夫かんぷに愛あいせられる女おんな、姦淫かんいんを行おこなう女おんなを愛あいせよ」と。 2そこでわたしは銀ぎん十五シケルと大麦おおむぎ一ホメル半はんとをもって彼女かのじょを買かい取とった。 3わたしは彼女かのじょに言いった、「あなたは長ながくわたしの所ところにとどまって、淫行いんこうをなさず、また他たの人ひとのものとなってはならない。わたしもまた、あなたにそうしよう」と。 4イスラエルの子こらは多おおくの日ひの間あいだ、王おうなく、君きみなく、犠牲ぎせいなく、柱はしらなく、エポデおよびテラピムもなく過すごす。 5そしてその後のちイスラエルの子こらは帰かえって来きて、その神かみ、主しゅと、その王おうダビデとをたずね求もとめ、終おわりの日ひにおののいて、主しゅとその恵めぐみに向むかって来くる。
    

  


  


  
    第四章


    
      
        1イスラエルの人々ひとびとよ、

        主しゅの言葉ことばを聞きけ。

        主しゅはこの地ちに住すむ者ものと争あらそわれる。

        この地ちには真実しんじつがなく、愛情あいじょうがなく、

        また神かみを知しることもないからである。

        2ただのろいと、偽いつわりと、人殺ひとごろしと、

        盗ぬすみと、姦淫かんいんすることのみで、

        人々ひとびとは皆みな荒あれ狂くるい、

        殺害さつがいに殺害さつがいが続つづいている。

        3それゆえ、この地ちは嘆なげき、これに住すむ者ものはみな、

        野のの獣けものも空そらの鳥とりも共ともに衰おとろえ、

        海うみの魚うおさえも絶たえはてる。

      


      
        4しかし、だれも争あらそってはならない、

        責せめてはならない。

        祭司さいしよ。わたしの争あらそうのは、あなたと争あらそうのだ。

        5あなたは昼ひるつまずき、

        預言者よげんしゃもまたあなたと共ともに夜よるつまずく。

        わたしはあなたの母ははを滅ほろぼす。

        6わたしの民たみは知識ちしきがないために滅ほろぼされる。

        あなたは知識ちしきを捨すてたゆえに、

        わたしもあなたを捨すてて、わたしの祭司さいしとしない。

        あなたはあなたの神かみの律法りっぽうを忘わすれたゆえに、

        わたしもまたあなたの子こらを忘わすれる。

      


      
        7彼かれらは大おおきくなるにしたがって、

        ますますわたしに罪つみを犯おかしたゆえ、

        わたしは彼かれらの栄さかえを恥はじに変かえる。

        8彼かれらはわが民たみの罪つみを食くいものにし、

        その罪つみを犯おかすことをせつに願ねがっている。

        9それゆえ祭司さいしも民たみと同おなじようになる。

        わたしはそのわざのために彼かれらを罰ばっし、

        そのおこないのために彼かれらに報むくいる。

        10彼かれらは食たべても飽あくことなく、

        淫行いんこうをなしてもその数かずを増ますことがない。

        彼かれらは主しゅを捨すてて、淫行いんこうを愛あいしたからである。

      


      
        11酒さけと新あたらしい酒さけとは思慮しりょを奪うばう。

        12わが民たみは木きに向むかって事ことを尋たずねる。

        またそのつえは彼かれらに事ことを示しめす。

        これは淫行いんこうの霊れいが彼かれらを迷まよわしたからである。

        彼かれらはその神かみを捨すてて淫行いんこうをなした。

        13彼かれらは山々やまやまの頂いただきで犠牲ぎせいをささげ、

        丘おかの上うえ、かしの木き、柳やなぎの木き、

        テレビンの木きの下したで供そなえ物ものをささげる。

        これはその木陰こかげがここちよいためである。

        それゆえ、あなたがたの娘むすめは淫行いんこうをなし、

        あなたがたの嫁よめは姦淫かんいんを行おこなう。

        14わたしはあなたがたの娘むすめが淫行いんこうをしても罰ばっしない。

        またあなたがたの嫁よめが姦淫かんいんを行おこなっても罰ばっしない。

        男おとこたちみずから遊女ゆうじょと共ともに離はなれ去さり、

        宮みやの遊女ゆうじょと共ともに犠牲ぎせいをささげているからである。

        悟さとりのない民たみは滅ほろびる。

      


      
        15イスラエルよ、あなたは淫行いんこうをなしても、

        ユダに罪つみを犯おかさせてはならない。

        ギルガルへ行いってはならない。

        ベテアベンにのぼってはならない。

        また「主しゅは生いきておられる」と言いって

        誓ちかってはならない。

        16イスラエルは強情ごうじょうな雌牛めうしのように強情ごうじょうである。

        今いま、主しゅは小羊こひつじを広ひろい野のに放はなつようにして、

        彼かれらを養やしなうことができようか。

      


      
        17エフライムは偶像ぐうぞうに結むすびつらなった。

        そのなすにまかせよ。

        18彼かれらは酒宴しゅえんのとりことなり、

        淫行いんこうにふけっている。

        彼かれらはその光栄こうえいよりも恥はじを愛あいする。

        19風かぜはその翼つばさに彼かれらを包つつんだ。

        彼かれらはその祭壇さいだんのゆえに恥はじを受うける。

      

    

  


  


  
    第五章


    
      
        1祭司さいしたちよ、これを聞きけ、

        イスラエルの家いえよ、心こころをとめよ、

        王おうの家いえよ、耳みみを傾かたむけよ、

        さばきはあなたがたに臨のぞむ。

        あなたがたはミヅパにわなを設もうけ、

        タボルの上うえに網あみを張はったからだ。

        2彼かれらはシッテムの穴あなを深ふかくしたが、

        わたしは彼かれらをことごとく懲こらしめる。

      


      
        3わたしはエフライムを知しっている。

        イスラエルはわたしに隠かくれることがない。

        エフライムよ、あなたは今いま淫行いんこうをなし、

        イスラエルは汚けがされた。

        4彼かれらのおこないは彼かれらを神かみに帰かえらせない。

        それは淫行いんこうの霊れいが彼かれらのうちにあって、

        主しゅを知しることができないからだ。

      


      
        5イスラエルの誇ほこりはその顔かおに向むかって証言しょうげんしている。

        エフライムはその不義ふぎによってつまずき、

        ユダもまた彼かれらと共ともにつまずく。

        6彼かれらは羊ひつじの群むれ、牛うしの群むれを携たずさえて行いって、

        主しゅを求もとめても、主しゅに会あうことはない。

        主しゅは彼かれらから離はなれ去さられた。

        7彼かれらは主しゅにむかって貞操ていそうを守まもらず、

        ほかの者ものの子こを産うんだ。

        新月しんげつは彼かれらをその田畑たはたと共ともに滅ほろぼす。

      


      
        8ギベアで角笛つのぶえを吹ふき、

        ラマでラッパを鳴ならし、

        ベテアベンで呼よばわり叫さけべ。

        ベニヤミンよ、おののけ。

        9エフライムは刑罰けいばつの日ひに荒あれすたれる。

        わたしはイスラエルの部族ぶぞくのうちに、

        必かならず起おこるべき事ことを知しらせる。

        10ユダの君きみたちは境さかいを移うつす者もののようになった。

        わたしはわが怒いかりを水みずのように彼かれらの上うえに注そそぐ。

        11エフライムは甘あまんじて、

        むなしいものに従したがって歩あゆんだゆえ、

        さばきを受うけて、しえたげられ、打うちひしがれる。

        12それゆえ、わたしはエフライムには、しみのように、

        ユダの家いえには腐くされのようになる。

      


      
        13エフライムはおのれの病やまいを見み、

        ユダはおのれの傷きずを見みたとき、

        エフライムはアッスリヤに行いき、

        大王だいおうに人ひとをつかわした。

        しかし彼かれはあなたがたをいやすことができない。

        また、あなたがたの傷きずをなおすことができない。

        14わたしはエフライムに対たいしては、ししのようになり、

        ユダの家いえに対たいしては若わかきししのようになる。

        わたしは、わたしこそ、かき裂さいて去さり、

        かすめて行いくが、だれも救すくう者ものはない。

      


      
        15わたしは彼かれらがその罪つみを認みとめて、

        わが顔かおをたずね求もとめるまで、

        わたしの所ところに帰かえっていよう。

        彼かれらは悩なやみによって、わたしを尋たずね求もとめて言いう、

      

    

  


  


  
    第六章


    
      
        1「さあ、わたしたちは主しゅに帰かえろう。

        主しゅはわたしたちをかき裂さかれたが、またいやし、

        わたしたちを打うたれたが、

        また包つつんでくださるからだ。

        2主しゅは、ふつかの後のち、わたしたちを生いかし、

        三日か目めにわたしたちを立たたせられる。

        わたしたちはみ前まえで生いきる。

        3わたしたちは主しゅを知しろう、

        せつに主しゅを知しることを求もとめよう。

        主しゅはあしたの光ひかりのように必かならず現あらわれいで、

        冬ふゆの雨あめのように、わたしたちに臨のぞみ、

        春はるの雨あめのように地ちを潤うるおされる」。

      


      
        4エフライムよ、わたしはあなたに何なにをしようか。

        ユダよ、わたしはあなたに何なにをしようか。

        あなたがたの愛あいはあしたの雲くものごとく、

        また、たちまち消きえる露つゆのようなものである。

        5それゆえ、わたしは預言者よげんしゃたちによって

        彼かれらを切きり倒たおし、

        わが口くちの言葉ことばをもって彼かれらを殺ころした。

        わがさばきは現あらわれ出でる光ひかりのようだ。

        6わたしはいつくしみを喜よろこび、犠牲ぎせいを喜よろこばない。

        燔祭はんさいよりもむしろ神かみを知しることを喜よろこぶ。

      


      
        7ところが彼かれらはアダムで契約けいやくを破やぶり、

        かしこでわたしにそむいた。

        8ギレアデは悪あくを行おこなう者ものの町まちで、

        血ちの足跡あしあとで満みたされている。

        9盗賊とうぞくが人ひとを待まち伏ぶせするように、

        祭司さいしたちは党とうを組くみ、

        シケムへ行ゆく道みちで人ひとを殺ころす。

        このように彼かれらは悪あしき事ことを行おこなう。

        10わたしはイスラエルの家いえに恐おそるべき事ことを見みた。

        かしこでエフライムは淫行いんこうをなし、

        イスラエルは汚けがされた。

      


      
        11ユダよ、あなたのためにも刈入かりいれが定さだめられている。

      


      
        わたしがわが民たみの繁栄はんえいを回復かいふくするとき、

      

    

  


  


  
    第七章


    
      
        1わたしがイスラエルをいやすとき、

        エフライムの不義ふぎと、

        サマリヤの悪あしきわざとは現あらわれる。

        彼かれらは偽いつわりをおこない、

        内うちでは盗ぬすびとが押おし入いり、

        外そとでは山賊さんぞくの群むれが襲おそいきたる。

        2しかし、彼かれらはわたしが彼かれらのすべての悪あくを

        覚おぼえていることを悟さとらない。

        今いま、そのわざは彼かれらを囲かこんで、

        わたしの顔かおの前まえにある。

        3彼かれらはその悪あくをもって王おうを喜よろこばせ、

        その偽いつわりをもって君きみたちを喜よろこばせる。

        4彼かれらはみな姦淫かんいんを行おこなう者もので、

        パンを焼やく者ものが熱あつくする炉ろのようだ。

        パンを焼やく者ものは、ねり粉こをこねてから、

        それがふくれるまで、しばらく、火ひをおこす事ことをしないだけだ。

        5われわれの王おうの日ひに、

        つかさたちは酒さけの熱ねつによって病やみわずらい、

        王おうはあざける者ものと共ともに手てを伸のべた。

        6彼かれらは陰謀いんぼうをもってその心こころを炉ろのように燃もやす。

        その怒いかりは夜通よどおしくすぶり、

        朝あさになると炎ほのおのように燃もえる。

        7彼かれらは皆みな、炉ろのように熱あつくなって、

        そのさばきびとを焼やき滅ほろぼす。

        そのもろもろの王おうは皆みなたおれる。

        彼かれらの中なかにはわたしを呼よぶ者ものがひとりもない。

      


      
        8エフライムはもろもろの民たみの中なかに入はいり混まじる。

        エフライムは火ひにかけて、かえさない菓子かしである。

        9他国たこく人じんらは彼かれの力ちからを食くい尽つくすが、

        彼かれはそれを知しらない。

        しらがが混まじってはえても、それを悟さとらない。

        10イスラエルの誇ほこりは自みずからに向むかって証言しょうげんしている、

        彼かれらはこのもろもろの事ことがあっても、

        なおその神かみ、主しゅに帰かえらず、

        また主しゅを求もとめない。

      


      
        11エフライムは知恵ちえのない愚おろかな、はとのようだ。

        彼かれらはエジプトに向むかって呼よび求もとめ、

        またアッスリヤへ行いく。

        12彼かれらが行いくとき、わたしは彼かれらの上うえに網あみを張はって、

        空そらの鳥とりのように引ひき落おとし、

        その悪あしきおこないのゆえに、彼かれらを懲こらしめる。

        13わざわいなるかな、彼かれらはわたしを離はなれて迷まよい出でた。

        滅ほろびは彼かれらに臨のぞむ。

        彼かれらがわたしに向むかって罪つみを犯おかしたからだ。

        わたしは彼かれらをあがなおうと思おもうが、

        彼かれらはわたしに逆さからって偽いつわりを言いう。

      


      
        14彼かれらは真心まごころをもってわたしを呼よばず、

        ただ床ゆかの上うえで悲かなしみ叫さけぶ。

        彼かれらは穀物こくもつと酒さけのためには集あつまるが、

        わたしに逆さからう。

        15わたしは彼かれらを教おしえ、その腕うでを強つよくしたが、

        彼かれらはわたしに逆さからって、悪あしき事ことをはかる。

        16彼かれらはバアルに帰かえる。

        彼かれらはあざむく弓ゆみのようだ。

        彼かれらの君きみたちはその舌したの高たかぶりのために、

        つるぎに倒たおれる。

        これはエジプトの国くにで人々ひとびとのあざけりとなる。

      

    

  


  


  
    第八章


    
      
        1ラッパをあなたの口くちにあてよ、

        はげたかは主しゅの家いえに臨のぞむ。

        彼かれらがわたしの契約けいやくを破やぶり、

        わたしの律法りっぽうを犯おかしたからだ。

        2彼かれらはわたしに向むかって叫さけぶ、

        「わが神かみよ、われわれイスラエルはあなたを知しる」と。

        3イスラエルは善ぜんはしりぞけた。

        敵てきはこれを追おうであろう。

      


      
        4彼かれらは王おうを立たてた、

        しかし、わたしによって立たてたのではない。

        彼かれらは君きみを立たてた、

        しかし、わたしはこれを知しらない。

        彼かれらは銀ぎんと金きんをもって、

        自分じぶんたちの滅ほろびのために偶像ぐうぞうを造つくった。

        5サマリヤよ、わたしはあなたの子こ牛うしを忌いみきらう。

        わたしの怒いかりは彼かれらに向むかって燃もえる。

        彼かれらはいつになればイスラエルで

        罪つみなき者ものとなるであろうか。

        6これは工人こうじんの作つくったもので、神かみではない。

        サマリヤの子こ牛うしは砕くだけて粉こなとなる。

      


      
        7彼かれらは風かぜをまいて、つむじ風かぜを刈かり取とる。

        立たっている穀物こくもつは穂ほを持もたず、また実みのらない。

        たとい実みのっても、他国たこく人じんがこれを食くい尽つくす。

        8イスラエルはのまれた。

        彼かれらは諸しょ国民こくみんの間あいだにあって、

        すでに無用むような器うつわのようになった。

        9彼かれらはひとりさまよう野ののろばのように、

        アッスリヤにのぼって行いった。

        エフライムは物ものを贈おくって恋人こいびとを得えた。

        10たとい彼かれらが国々くにぐにに物ものを贈おくって同盟者どうめいしゃを得えても、

        わたしはまもなく彼かれらを集あつめる。

        彼かれらはしばらくにして、

        王おうや君きみたちに油あぶらをそそぐことをやめる。

      


      
        11エフライムは多おおくの祭壇さいだんを造つくって罪つみを犯おかしたゆえ、

        これは彼かれには罪つみを犯おかすための祭壇さいだんとなった。

        12わたしは彼かれのために、

        あまたの律法りっぽうを書かきしるしたが、

        これはかえって怪あやしい物もののように思おもわれた。

        13彼かれらは犠牲ぎせいを好このみ、肉にくをささげてこれを食たべる。

        しかし主しゅはこれを喜よろこばれない。

        今いま、彼かれらの不義ふぎを覚おぼえ、彼かれらの罪つみを罰ばっせられる。

        彼かれらはエジプトに帰かえる。

        14イスラエルは自分じぶんの造つくり主ぬしを忘わすれて、

        もろもろの宮殿きゅうでんを建たてた。

        ユダは堅固けんごな町々まちまちを多おおく増まし加くわえた。

        しかしわたしは火ひをその町々まちまちに送おくって、

        もろもろの城しろを焼やき滅ほろぼす。

      

    

  


  


  
    第九章


    
      
        1イスラエルよ、

        もろもろの民たみのように喜よろこびおどるな。

        あなたは淫行いんこうをなして、あなたの神かみを離はなれ、

        すべての穀物こくもつの打うち場ばで受うける淫行いんこうの価あたいを愛あいした。

        2打うち場ばと酒さかぶねとは彼かれらを養やしなわない。

        また新あたらしい酒さけもむなしくなる。

        3彼かれらは主しゅの地ちに住すむことなく、

        エフライムはエジプトに帰かえり、

        アッスリヤで汚けがれた物ものを食たべる。

      


      
        4彼かれらは主しゅに向むかって酒さけを注そそがず、

        また犠牲ぎせいをもって主しゅを喜よろこばせず、

        彼かれらのパンは喪もにおる者もののパンのようで、

        すべてこれを食たべる者ものは汚けがされる。

        彼かれらのパンはただ自分じぶんの飢うえを満みたすためで、

        主しゅの家いえに、はいることはできない。

      


      
        5あなたがたは祝いわいの日ひと、主しゅの祭まつりの日ひに、

        何なにをしようとするのか。

        6見みよ、彼かれらはアッスリヤへ行いく。

        エジプトは彼かれらを集あつめ、

        メンピスは彼かれらを葬ほうむる。

        あざみは彼かれらの銀ぎんの宝物たからものを所有しょゆうし、

        いばらは彼かれらの天幕てんまくにはびこる。

      


      
        7刑罰けいばつの日ひは来きた。

        報むくいの日ひは来きた。

        イスラエルはこれを知しる。

        預言者よげんしゃは愚おろかな者もの、

        霊れいに感かんじた人ひとは狂くるった者ものだ。

        これはあなたがたの不義ふぎが多おおく、

        恨うらみが大おおきいためである。

        8預言者よげんしゃはわが神かみの民たみエフライムの見張みはり人にんである。

        しかし預言者よげんしゃのすべての道みちには

        鳥とりをとる者もののわながあり、

        恨うらみはその神かみの家いえにある。

        9彼かれらはギベアの日ひのように、

        深ふかくおのれを腐くさらせた。

        主しゅはその不義ふぎを覚おぼえ、その罪つみを罰ばっせられる。

      


      
        10わたしはイスラエルを荒野あらののぶどうのように見み、

        あなたがたの先祖せんぞたちを、

        いちじくの木きの初はじめに結むすんだ初はつなりのように見みた。

        ところが彼かれらはバアル・ペオルへ行いき、

        身みをバアルにゆだね、

        彼かれらが愛あいした物ものと同おなじように憎にくむべき者ものとなった。

        11エフライムの栄光えいこうは、鳥とりのようにとび去さる。

        すなわち産うむことも、はらむことも、

        みごもることもなくなる。

        12たとい彼かれらが子こを育そだてても、

        わたしはその子こを奪うばって、残のこる者もののないようにする。

        わたしが彼かれらを離はなれるとき、彼かれらはわざわいだ。

        13わたしが見みたように、

        エフライムの子こらはえじきに定さだめられた。

        エフライムはその子こらを、

        人ひとを殺ころす者ものに渡わたさなければならない。

        14主しゅよ、彼かれらに与あたえてください。

        あなたは何なにを与あたえられますか。

        流産りゅうざんの胎たいと、かわいた乳ちぶさを

        彼かれらに与あたえてください。

      


      
        15彼かれらのすべての悪あくはギルガルにある。

        わたしはかしこで彼かれらを憎にくんだ。

        彼かれらのおこないの悪あしきがゆえに、

        彼かれらをわが家やから追おいだし、

        重かさねて愛あいすることをしない。

        その君きみたちはみな、反逆者はんぎゃくしゃである。

      


      
        16エフライムは撃うたれ、

        その根ねは枯かれて、実みを結むすばない。

        たとい彼かれらが子こを産うんでも、

        わたしはそのいつくしむ子こらを殺ころす。

        17彼かれらは聞きき従したがわないので、

        わが神かみはこれを捨すてられる。

        彼かれらはもろもろの国民くにたみのうちに、

        さすらい人ひととなる。

      

    

  


  


  
    第十章


    
      
        1イスラエルは実みを結むすぶ茂しげった

        ぶどうの木きである。

        その実みを多おおく結むすぶにしたがって、

        祭壇さいだんを増まし、

        その地ちの豊ゆたかなるにしたがって、

        柱はしらの像ぞうを麗うるわしくした。

        2彼かれらの心こころは偽いつわりである。

        今いま、彼かれらはその罪つみを負おわなければならない。

        主しゅはその祭壇さいだんをこわし、

        その柱はしらの像ぞうを砕くだかれる。

      


      
        3今いま、彼かれらは言いう、

        「われわれは主しゅを恐おそれないので、

        われわれには王おうがない。

        王おうはわれわれのために何なにをなしえようか」と。

        4彼かれらはむなしき言葉ことばをいだし、

        偽いつわりの誓ちかいをもって契約けいやくを結むすぶ。

        それゆえ、さばきは畑はたけのうねの毒草どくそうのように現あらわれる。

        5サマリヤの住民じゅうみんは、

        ベテアベンの子こ牛うしのためにおののき、

        その民たみはこれがために嘆なげき、

        その偶像ぐうぞうに仕つかえる祭司さいしたちは、

        その栄光えいこうのうせたるがために泣なき悲かなしむ。

        6その子こ牛うしはアッスリヤに携たずさえられ、

        礼物れいもつとして大王だいおうにささげられ、

        エフライムは恥はじをうけ、

        イスラエルはおのれの偶像ぐうぞうを恥はじる。

      


      
        7サマリヤの王おうは、

        水みずのおもての木き切ぎれのように滅ほろぼされる。

        8イスラエルの罪つみであるアベンの高たかき所ところも滅ほろび、

        いばらとあざみがその祭壇さいだんの上うえにはえ茂しげる。

        その時とき彼かれらは山やまに向むかって、

        「われわれをおおえ」と言いい、

        丘おかに向むかって「われわれの上うえに倒たおれよ」と言いう。

      


      
        9イスラエルよ、

        あなたはギベアの日ひからこのかた罪つみを犯おかした。

        彼かれらはその所ところに立たっていた。

        戦たたかいはギベアにおる彼かれらに及およばないであろうか。

        10わたしは来きてよこしまな民たみを攻せめ、

        これを懲こらしめる。

        彼かれらがその二つの罪つみのために懲こらしめられるとき、

        もろもろの民たみは集あつまって彼かれらを攻せめる。

      


      
        11エフライムはならされた若わかい雌牛めうしであって、

        穀物こくもつを踏ふむことを好このむ。

        わたしはその麗うるわしい首くびを惜おしんだ。

        しかし、わたしはエフライムにくびきをかける。

        ユダは耕たがやし、

        ヤコブは自分じぶんのために、まぐわをひかねばならない。

        12あなたがたは自分じぶんのために正義せいぎをまき、

        いつくしみの実みを刈かり取とり、

        あなたがたの新田しんでんを耕たがやせ。

        今いまは主しゅを求もとむべき時ときである。

        主しゅは来きて救すくいを雨あめのように、

        あなたがたに降ふりそそがれる。

      


      
        13あなたがたは悪あくを耕たがやし、

        不義ふぎを刈かりおさめ、

        偽いつわりの実みを食たべた。

        これはあなたがたが自分じぶんの戦車せんしゃを頼たのみ、

        勇士ゆうしの多おおいことを頼たのんだためである。

        14それゆえ、あなたがたの民たみの中なかに

        いくさの騒さわぎが起おこり、

        シャルマンが戦たたかいの日ひに

        ベテ・アルベルを打うち破やぶったように、

        あなたがたの城しろはことごとく打うち破やぶられる。

        母ははらはその子こらと共ともに打うち砕くだかれた。

        15イスラエルの家いえよ、

        あなたがたの大おおいなる悪あくのゆえに、

        このように、あなたがたにも行おこなわれ、

        イスラエルの王おうは、あらしの中なかに全まったく滅ほろぼされる。

      

    

  


  


  
    第十一章


    
      
        1わたしはイスラエルの幼おさない時とき、

        これを愛あいした。

        わたしはわが子こをエジプトから呼よび出だした。

        2わたしが呼よばわるにしたがって、

        彼かれらはいよいよわたしから遠とおざかり、

        もろもろのバアルに犠牲ぎせいをささげ、

        刻きざんだ像ぞうに香こうをたいた。

      


      
        3わたしはエフライムに歩あゆむことを教おしえ、

        彼かれらをわたしの腕うでにいだいた。

        しかし彼かれらはわたしにいやされた事ことを

        知しらなかった。

        4わたしはあわれみの綱つな、

        すなわち愛あいのひもで彼かれらを導みちびいた。

        わたしは彼かれらに対たいしては、

        あごから、くびきをはずす者もののようになり、

        かがんで彼かれらに食物しょくもつを与あたえた。

      


      
        5彼かれらはエジプトの地ちに帰かえり、

        アッスリヤびとが彼かれらの王おうとなる。

        彼かれらがわたしに帰かえることを拒こばんだからである。

        6つるぎは、そのもろもろの町まちにあれ狂くるい、

        その門もんの貫かんの木きを砕くだき、その城しろの中なかに彼かれらを滅ほろぼす。

        7わが民たみはわたしからそむき去さろうとしている。

        それゆえ、彼かれらはくびきをかけられ、

        これを除のぞきうる者ものはひとりもいない。

      


      
        8エフライムよ、

        どうして、あなたを捨すてることができようか。

        イスラエルよ、

        どうしてあなたを渡わたすことができようか。

        どうしてあなたをアデマのように

        することができようか。

        どうしてあなたをゼボイムのように

        扱あつかうことができようか。

        わたしの心こころは、わたしのうちに変かわり、

        わたしのあわれみは、ことごとくもえ起たっている。

        9わたしはわたしの激はげしい怒いかりをあらわさない。

        わたしは再ふたたびエフライムを滅ほろぼさない。

        わたしは神かみであって、人ひとではなく、

        あなたのうちにいる聖せいなる者ものだからである。

        わたしは滅ほろぼすために臨のぞむことをしない。

      


      
        10彼かれらは主しゅに従したがって歩あゆむ。

        主しゅはししのほえるように声こえを出だされる。

        主しゅが声こえを出だされると、

        子こらはおののきつつ西にしから来くる。

        11彼かれらはエジプトから鳥とりのように、

        アッスリヤの地ちから、はとのように急いそいで来くる。

        わたしは彼かれらをその家いえに帰かえらせると

        主しゅは言いわれる。

        12エフライムは偽いつわりをもって、わたしを囲かこみ、

        イスラエルの家いえは欺あざむきをもって、わたしを囲かこんだ。

        しかしユダはなお神かみに知しられ、

        聖せいなる者ものに向むかって真実しんじつである。

      

    

  


  


  
    第十二章


    
      
        1エフライムはひねもす風かぜを牧ぼくし、

        東風ひがしかぜを追おい、

        偽いつわりと暴虐ぼうぎゃくとを増まし加くわえ、

        アッスリヤと取引とりひきをなし、

        油あぶらをエジプトに送おくった。

      


      
        2主しゅはユダと争あらそい、

        ヤコブをそのしわざにしたがって罰ばっし、

        そのおこないにしたがって報むくいられる。

        3ヤコブは胎たいにいたとき、その兄弟きょうだいのかかとを捕とらえ、

        成人せいじんしたとき神かみと争あらそった。

        4彼かれは天てんの使つかいと争あらそって勝かち、

        泣ないてこれにあわれみを求もとめた。

        彼かれはベテルで神かみに出会であい、

        その所ところで神かみは彼かれと語かたられた。

        5主しゅは万軍ばんぐんの神かみ、その名なは主しゅである。

        6それゆえ、あなたはあなたの神かみに帰かえり、

        いつくしみと正ただしきとを守まもり、

        つねにあなたの神かみを待まち望のぞめ。

      


      
        7商人しょうにんはその手てに偽いつわりのはかりを持もち、

        しえたげることを好このむ。

        8エフライムは言いった、

        「まことにわたしは富とめる者ものとなった。

        わたしは自分じぶんために財宝ざいほうを得えた」と。

        しかし彼かれのすべての富とみも

        その犯おかした罪つみをつぐなうことはできない。

        9わたしはエジプトの国くにを出でたときから、

        あなたの神かみ、主しゅである。

        わたしは祭まつりの日ひのように、

        再ふたたびあなたを天幕てんまくに住すまわせよう。

      


      
        10わたしは預言者よげんしゃたちに語かたった。

        幻まぼろしを多おおく示しめしたのはわたしである。

        わたしは預言者よげんしゃたちによってたとえを語かたった。

        11もしギレアデに不義ふぎがあるなら、

        彼かれらは必かならずむなしき者ものとなる。

        もし彼かれらがギルガルで雄牛おうしを犠牲ぎせいにささげるなら、

        彼かれらの祭壇さいだんは畑はたけのうねに積つんだ石塚いしづかのようになる。

        12（ヤコブはアラムの地ちに逃にげっていった。

        イスラエルは妻つまをめとるために人ひとに仕つかえた。

        彼かれは妻つまをめとるために羊ひつじを飼かった。）

        13主しゅはひとりの預言者よげんしゃによって、

        イスラエルをエジプトから導みちびき出だし、

        ひとりの預言者よげんしゃによってこれを守まもられた。

        14エフライムはいたく主しゅを怒いからせた。

        それゆえ主しゅはその血ちのとがを彼かれの上うえにのこし、

        そのはずかしめを彼かれに返かえされる。

      

    

  


  


  
    第十三章


    
      
        1エフライムが物言ものいえば、

        人々ひとびとはおののいた。

        彼かれはイスラエルの中なかに自分じぶんを高たかくした。

        しかし彼かれはバアルによって罪つみを犯おかして死しんだ。

        2そして彼かれらは今いまもなおますます罪つみを犯おかし、

        その銀ぎんをもって自分じぶんのために像ぞうを鋳い、

        巧たくみに偶像ぐうぞうを造つくる。

        これは皆みな工人こうじんのわざである。

        彼かれらは言いう、

        これに犠牲ぎせいをささげよ、人々ひとびとは子こ牛うしに口くちづけせよと。

        3それゆえ彼かれらは朝あさの霧きりのように、

        すみやかに消きえうせる露つゆのように、

        打うち場ばから風かぜに吹ふき去さられるもみがらのように、

        また窓まどから出でて行いく煙けむりのようになる。

      


      
        4わたしはエジプトの国くにを出でてからこのかた、

        あなたの神かみ、主しゅである。

        あなたはわたしのほかに神かみを知しらない。

        わたしのほかに救すくう者ものはない。

        5わたしは荒野あらので、またかわいた地ちで、

        あなたを知しった。

        6しかし彼かれらは食たべて飽あき、

        飽あきて、その心こころが高たかぶり、わたしを忘わすれた。

        7それゆえ、わたしは彼かれらに向むかって、

        ししのようになり、

        ひょうのように道みちのかたわらに潜ひそんでうかがう。

        8わたしは子こを取とられた熊くまのように彼かれらに出会であって、

        その胸むねをかきさき、

        その所ところで、ししのようにこれを食くい尽つくし、

        野のの獣けもののようにこれをかき破やぶる。

      


      
        9イスラエルよ、わたしはあなたを滅ほろぼす。

        だれがあなたを助たすけることができよう。

        10あなたを助たすけるあなたの王おうは今いま、どこにいるのか。

        あなたがかつて「わたしに王おうと君きみたちとを与あたえよ」と言いったあなたを保護ほごすべき、すべてのつかさたちは

        今いま、どこにいるのか。

        11わたしは怒いかりをもってあなたに王おうを与あたえた、

        また憤いきどおりをもってこれを奪うばい取とった。

        12エフライムの不義ふぎは包つつみおかれ、

        その罪つみは積つみたくわえられてある。

        13子こを産うむ女おんなの苦くるしみが彼かれに臨のぞむ。

        彼かれは知恵ちえのない子こである。

        生うまれる時ときが来きても彼かれは産さん門もんにあらわれない。

      


      
        14わたしは彼かれらを陰府よみの力ちからから、

        あがなうことがあろうか。

        彼かれらを死しから、あがなうことがあろうか。

        死しよ、おまえの災わざわいはどこにあるのか。

        陰府よみよ、おまえの滅ほろびはどこにあるのか。

        あわれみは、わたしの目めから隠かくされている。

      


      
        15たとい彼かれは葦あしのように栄さかえても、

        東風ひがしかぜが吹ふいて来くる。

        主しゅの風かぜが荒野あらのから吹ふき起おこる。

        これがためにその源みなもとはかれ、その泉いずみはかわく。

        それはすべての尊たっとい物ものの宝庫ほうこをかすめ奪うばう。

        16サマリヤはその神かみにそむいたので、

        その罪つみを負おい、つるぎに倒たおれ、

        その幼おさな子ごは投なげ砕くだかれ、

        そのはらめる女おんなは引ひき裂さかれる。

      

    

  


  


  
    第十四章


    
      
        1イスラエルよ、

        あなたの神かみ、主しゅに帰かえれ。

        あなたは自分じぶんの不義ふぎによって、つまずいたからだ。

        2あなたがたは言葉ことばを携たずさえて、主しゅに帰かえって言いえ、

        「不義ふぎはことごとくゆるして、

        よきものを受うけいれてください。

        わたしたちは自分じぶんのくちびるの実みをささげます。

        3アッスリヤはわたしたちを助たすけず、

        わたしたちは馬うまに乗のりません。

        わたしたちはもはや自分じぶんたちの手てのわざに向むかって

        『われわれの神かみ』とは言いいません。

        みなしごはあなたによって、

        あわれみを得えるでしょう」。

      


      
        4わたしは彼かれらのそむきをいやし、

        喜よろこんでこれを愛あいする。

        わたしの怒いかりは彼かれらを離はなれ去さったからである。

        5わたしはイスラエルに対たいしては露つゆのようになる。

        彼かれはゆりのように花はな咲さき、

        ポプラのように根ねを張はり、

        6その枝えだは茂しげりひろがり、

        その麗うるわしさはオリブの木きのように、

        そのかんばしさはレバノンのようになる。

        7彼かれらは帰かえって来きて、わが陰かげに住すみ、

        園そののように栄さかえ、

        ぶどうの木きのように花はな咲さき、

        そのかんばしさはレバノンの酒さけのようになる。

      


      
        8エフライムよ、

        わたしは偶像ぐうぞうとなんの係かかわりがあろうか。

        あなたに答こたえ、あなたを顧かえりみる者ものはわたしである。

        わたしは緑みどりのいとすぎのようだ。

        あなたはわたしから実みを得える。

      


      
        9知恵ちえのある者ものはだれか。

        その人ひとにこれらのことを悟さとらせよ。

        悟さとりある者ものはだれか。

        その人ひとにこれらのことを知しらせよ。

        主しゅの道みちは直なおく、

        正ただしき者ものはこれを歩あゆむ。

        しかし罪つみびとはこれにつまずく。
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